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サッカーワールドカップ、残念ながらベスト８には届きませんでした。

しかし、日本代表の活躍は、日本に、世界に、元気を与えてくれました。
本当に素晴らしい試合だったと思います。昨日は、二十四節気でいう「大
雪（たいせつ）」でした。北風、日増しに強くなり、雪大いに降るといった
感じでしょうか。朝の寒さは日毎に本当に厳しくなってまいりました。こ
の季節、体調には気をつけたいものです。 
さて、今週より、令和４年度個人懇談会を実施しております。保護者の

皆様におかれましては、お仕事等、大変お忙しい中、お時間の調整、ご都
合をつけていただき誠にありがとうございます。個人懇談会は、お子様の
学校での様子、ご家庭での様子などを伝え合い、子供達の今、これからに
ついて話し合う非常に大切な機会と捉えております。本当に貴重な時間で
す。この機会を有効に効果的に活用し、互いに有意義な時間となることを
願っております。保護者の皆様にとりましては、学校ではどんな様子か
な？学習は大丈夫かな？友達と仲良くやっているかな？等、ご心配・ご不
安に思われることがおありになると思います。懇談会を通して様々な思い
を保護者の方と学級担任・学校とが互いに理解を深め、今後の見通し・方
向性を共有できる、そんな個人懇談会になればと考えています。ご質問等
の内容によっては、その場で学級担任がお答えできるものもあれば、学校
として検討を要するものもあろうかと思います。検討が必要な場合は、少
しお時間をいただくことになろうかと思いますが、その節はお許しいただ
きたく思います。また、増加の傾向にあり、心配な状況が続いている新型
コロナウイルス感染症対策も出来得る限り講じて実施してまいりますので、

ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
早いもので 12 月に入り、２学期の登校日も今日を含め、あと 12 日とな

りました。子供達には、２学期のまとめの時期と位置付けて、学習・生活
に取り組むように声をかけているところです。多くの教育活動の実施にあ
たり、保護者の皆様、地域の皆様には、学校の考え方をあたたかく受け止
めていただき、ご理解とご協力を賜りましたこと深く感謝申し上げます。
誠にありがとうございました。2学期、保護者の皆様と一緒に取り組んだ教
育活動には、学習参観日、中番フェスティバルがございました。中番フェ
スティバルでは、保護者の皆様、地域の皆様とって、非常に楽しみな活動
であり、愛されている教育活動であることを再認識いたしました。正に
「ふるさと中番」を代表する教育活動です。その思いをしっかりと受け止
め、子供達と先生方が力を合わせ、支え合いながら取り組むことができま
した。自分の意志で、果敢に挑戦していく者にこそ、道は開ける、そう思
います。子供達は、目の前に立ちはだかる断崖絶壁を前にしても、臆する
ことなく、意欲的に取り組み、見事に克服し、立派に成長してくれました。
本当に素晴らしいことであり嬉しく思っております。 
また、今日と明日の二日間、５・６年生は、旭丘中学校区小中一貫教育

の取組としての「定期テスト」に臨みます。更に、来週の 13 日、14 日の
両日、３年生以上は「到達度テスト」に臨みます。学習理解についての客
観的な指標となるものです。テストについては、様々な考え方があるとは
思いますが、何事も大切なことは、その「取り組み方と生かし方」にある
と考えています。子供達にとって、実りあるものしたいと考えています。 
この時期、今まで以上に子供達の体調・健康管理（怪我・病気等）には、

ご留意いただきますようよろしくお願い申し上げます。新型コロナウイル
ス感染症は、心配な状況が続いています。中番小学校としては、「恐れず、
正しく、適切に。」を基本に据え、日々の感染対策を徹底していきます。中
番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

令和４年度個人懇談会。学校＆家庭の連携推進を！ 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


